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【　講座のねらい　】
・講義や実践発表を通して、対話的で深い学びと生活単元学習のつながりなどの基礎的事項や、実践を踏まえた授業づくりのポイント、支援の方法、学習評価などの指導の実際について学ぶ。
　　・実践発表や演習を通して、生活単元学習における単元の設定や単元展開、教材などの様々なアイディアを得て、個々の児童生徒のニーズに合った授業の改善の方向を見いだすことができる。
　（⑦…教材研究、⑧…指導方法）

【　研修の成果　】
　　〇　本日の研修で、どのような学びを得ることができましたか。具体的にお書きください。


















　　〇　さらに学びたい内容等ありましたらお書きください。














[bookmark: _GoBack]※【提出メールアドレス】　sogokyoiku-seitoku@pref.nagano.lg.jp
  　　　　　　　　　　　　　・件名は【特別支援教育の授業づくり　応用Ⅲ　○○学校】でお送りください。
　　　　　　　　　　　　　　・提出期限　令和５年８月14日（月）


研修講座アンケート（様式第12号）

3-6-03-43
特別支援教育の授業づくり　応用Ⅲ


Ⅰ　研修の成果
講座のねらいを達成できましたか。下の□に✓を入れてください。

□□Ａ　達成できた。

□□Ｂ　概ね達成できた。

□□Ｃ　あまり達成できなかった。

□□Ｄ　まったく達成できなかった。


Ⅱ　研修内容の共有・活用
研修で得られた内容をどのように共有・活用していきますか。下の□に✓を入れてください。（複数回答可）

□□Ａ　職員会や校内研修等で共有・活用する。

　　　□□Ｂ　学年会や教科会等で共有・活用する。

　　　□□Ｃ　自身の教育実践で共有・活用する。

　　　□□Ｄ　その他　　具体的な内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Ⅲ　当センターへの要望
　(1)　今後、研修に取り入れてほしい内容があればお書きください。



(2)　オンライン講座の利用にあたって、お気づきの点があればお書きください。






――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜以下は情報提供にご協力いただける方のみ、ご記入ください＞
後日、Ⅱ研修内容の共有・活用の内容についてセンターから活用例をお尋ねする場合があります。情報提供に協力していただける方は、下の🔳に✔を入れ、学校名とお名前をお書きください。

□□情報提供に協力します


　　　学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


